
          

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１9 年 7 月 

 

つづきＭＹプラザ（都筑多文化・青少年交流プラザ） 
〒224-0003 横浜市都筑区中川中央１-２５-１ノースポート・モール５階 
TEL：045-914-7171  FAX：045-914-7172  

E-mail：my-plaza＠tsuzuki-koryu.org   URL： https://tsuzuki-myplaza.net/newhome/ 

 

第136号 

6 月の入館者数：2,708 人 (2007 年 12 月 10 日～2019 年 6 月 30 日までの累積総入館者数：317,243 人)    

人)      

ぜひ、ご参加ください!! 
 この夏プラザでは 2 つのセミナーを開催します。『ラグビーワールドカップやオリンピック・パラリンピックのボ

ランティアの経験をライフキャリアとして活かすには・・・。』『外国につながる子どもたちが、日本の社会で自分

らしく生きるために大人ができることは何だろう・・・。』一緒に考えましょう。 

ラグビーワールドカップ 2019ＴＭ   

東京 2020 オリンピック・パラリンピック関連イベント 

グローバル人材と人間力 
 ～ボランティアレガシーを残すために～ 

 

① 8 月７日 14:00～16:00 

②   

外国につながる子どもたちは、
何に困るのか 

～乗り越えた先にある希望～ 

 10 歳でブラジルから来日し、たくさん悩み

苦しんだけれど、前に向かって進んでいる当

事者をスピーカーに迎え、「自分なりに将来

を描くことの大切さ」、「周囲のサポートの大

切さ」を一緒に考えます。 

 

第1部 講演  

『なぜ、頑張らなければならないのか』 

第 2 部 パネルディスカッション  

『外国につながる子どもたちは、 

何に困るのか』 

詳しくは、チラシ・ホームページをご覧ください。 
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NPO 法人 
スローレーベル理事長 

『ボランティア経験を通じて、 

個人のライフキャリアにレガシーを』 

公益財団法人 
横浜市国際交流協会理事長 
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株式会社リクルート 
リクルートワークス研究所 
主任研究員 
 

 中
なか

村
むら

 天
あき

江
え

さん 

根本 ミシェリ ケイコさん(ブラジル) 

横浜国立大学大学院 教育研究科 教育実践専攻 

多文化共生セミナー 

8 月 21 日 14:00～16:00 

 

熊田 ダビデさん(イタリア・日本国籍) 

根本 ミシェリ ケイコさん(ブラジル) 

オカンポ レイシェルさん(フィリピン) 

横浜市立横浜商業高等学校 2 年 

 

『ボランティアレガシーを 

残すためにできること』 

パネリスト 

 

② ８月８日 14:00～16:00 

8 月 8 日  

スポーツの国際大会でのボランティアを、社会の多様性を

学ぶ機会と捉え、その後の「キャリア」としてどう活かす

かを一緒に考えます。 

 

神奈川県立相模向陽館高等学校 2 年 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

            

 

 

つづき MY プラザ（都筑多文化・青少年交流プラザ）                  
開館時間 平 日：午前１０時～午後 9 時   

        土日祝：午前１０時～午後 6 時 
休 館 日 第３月曜日(祝日の場合火曜日)、年末年始 
アクセス 市営地下鉄ブルーライン・グリーンライン 

「センター北」駅下車 徒歩３分 
ノースポート・モール５階 
 

 

 

 

 

 

7 月です。夏休みは、普段体験できない事

をして、視野を広げる絶好の機会だと思い

ます。プラザのイベントが、そのきっかけ

になったら嬉しいです。（Y.O & F.E） 

 

 

編 集 後 記 

  認定特定非営利活動法人つづき区民交流協会 
  http://www.tsuzuki-koryu.org/ 

第 6回 都筑・ボツワナ交流児童画展がスタート 

6 月 18 日、駐日ボツワナ共和国ンコロイ大使を茅ケ崎小学校にお迎えして、3 年生の国際理解教室を実施しまし

た。子どもたちからたくさんの質問や感想のことばがあり、最後は「ケアレボハ (ありがとう)！」とお礼を言いま

した。3 年生は、このあとボツワナ共和国にあるベン・テマ小学校の生徒たちに、絵を描いて日本を紹介します。 

ダチョウの卵の殻で作った
ビーズのブレスレットを 
一人一人いただきました。 

 

教室で一緒に給食を食べま

した。 

大使館の方からボツワナにつ

いてのお話を聞いたり、言葉

を習いました。 
歌や合奏、お花のアーチ、手

作りの国旗で大使を大歓迎!! 

 

言葉にする ・ 話を聴く ・ 時を信じる 

 

開催報告 

６月 24 日「思春期セミナー～安心できる場所で、悩みを言葉にすること～」を開催しました。 

「言葉にすることの大切さ」「話を聴くことの大切さ」「時を信じることの大切さ」をキーワードに、子どもの声を聴

くこと、悩みを一人で抱え込まないこと、子どもがもっている力を信じる事を考える時間になりました。 

           

●子どもときちんと向き合って、話ももっとしっかり聴こうと思いました。 

●思春期の子どもを持つ親が、相談できる場があるということを知り、安心

しました。 

●「第三者に頼ってください」「支援者の力を借りてください」と何度も言っ

ていただけたことで、とても心強く感じました。 

<参加者アンケートより> 

http://www.tsuzuki-koryu.org/

